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⑦
豊
臣
秀
吉
朱
印
状 

 
 

[
天
正
一
三
年
（
一
五

八
五
） 

荒
尾
次
郎
作
（
隆
重
） 

宛] 

 

犬
山
在
候
船
く
さ
り 

事
、
加
藤
作
内 

令
相
談
、
岐
阜
迄 

持
遣
、
池
田
三
左
衛
門
尉
ニ 

可
相
渡
候
、
尚
委
細 

作
内
可
申
候
也
、 

 

三
月
朔
日 

秀
吉(

朱
印
） 

 

荒
尾
次
郎
作
殿 
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読
み 

犬
山
に
あ
り
候
船
く
さ
り
の
事
、
加
藤
作
内
相
談
せ
し
め
、
岐
阜
迄
持
ち
遣

わ
し
、
池
田
三
左
衛
門
尉
ニ
相
渡
す
べ
き
候
、
尚
委
細
は
作
内
申
す
べ
き
候

也
、 

 

三
月
朔
日 
秀
吉(

朱
印
） 

 

荒
尾
次
郎
作
殿 

 

内
容 犬

山
に
あ
る
船
鎖
に
つ
い
て
加
藤
作
内(

犬
山
城
主
の
加
藤
光
泰
）
と
相

談
し
、
岐
阜
ま
で
運
送
し
、
池
田
三
左
衛
門
尉
（
池
田
輝
政
・
当
時
の
岐
阜

城
主
）
に
渡
し
な
さ
い
。
な
お
詳
し
く
は
加
藤
作
内
が
申
し
ま
す
。 

 

「
船
鎖
」
と
は
船
を
つ
な
い
で
舟
橋
に
す
る
た
め
の
鎖
で
は
な
い
か
と
思

わ
れ
る
が
、
詳
し
く
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
に
関
連
す
る
別
の
史
料
か
ら
、

こ
の
後
近
江
へ
、
さ
ら
に
越
前
ま
で
運
ば
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
よ
う
で

す
。
荒
尾
次
郎
作(

隆
重)

は
、
信
長
の
家
臣
池
田
氏
の
家
老
と
し
て
仕
え
た

人
物
で
す
。
な
お
、
秀
吉
は
こ
の
年
の
九
月
、
豊
臣
の
姓
を
受
け
ま
す
。 
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